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件
的
地
時
世
(
剖
)
0
1
1
9
(
9
月

間

*
薬
剤
由
法
的
替
え
が
義
務
村
け
ら
れ
る
た
め
に
9
月
9
日
を
一
救
急
の
百
」

1
E
R
か

旬

開

口

口

ま

で

)

吋

て

い

ま

す

と

し

、

こ

の

日

を

含

恥

1巡
聞
は
ぷ

iiil11
骨

I
l
l
-
-

…

堂
内
中
包
ど
ん
な
調
関
取
引
で
も
胃
い

λ

づ
た
ん
淡
雪
払
っ
て
し
ま
ー
っ
と
弘
主

6
y
h日
Jo

，

チ

レ

ど

に

よ

る

繋

中

ヤ

ン

ベ

ー

ニ

叩
た
立
川
嶋
は
内
部
く
な
ワ
ま
す
a

山
伏
線
子
市
で
は
数
怨
別
問
問
中
心
、
昨
川
崎
燃
ご
綴
じ
で
す
が
1

防
災
主
的
一
首
制
村
山

制
抑
制
問
な
縁
側
関
税
絞
殺
が
紛
れ
た
時
は
省
綴
開
時
僚
の
総
総
会
合
総
事
ま
す
6

い
事
〈
日
本
テ
レ
ビ
本
山
賊
午
山
前
日
時
間
分
か

川
悦
撚
殺
に
な
る
州
制
に
油
開
時
制
緩
に
淡
絡
し
と
い
っ
と
き
め
た
め
に
、
必
総
手
私
的
ら
給
分
ま
で
)
畿
そ
的

E
gあ
な
た
は

で
く
だ
さ
い

0

・
府
機
え
な
ど
を
山
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
?
く
ら
し
め
中
的
跡
的
災
{
フ
ン
テ
レ
ピ

V
間
い
脅
わ
せ
務
妨
綾
子
縁
繰

V
対
象
漁
協
会
、
事
業
一
附
土
山
崎
日
午
務
9
時
間
分
か
ら
凶
時
ま
で
)

事
だ

量産量霊4 獲量雇

家盆の整会緩がヨ陵乞《、す

かqの葱い詫fJんなどは

綴れ、祭事旬の*'三あふれ

弱る議

霊童話量5

緩議選

潟
去
の
例
校
同
町
一
て
も
、
大
ぎ
な
線
療
の
と
容
は
め
ず
と
い
〉
て
い
い
ほ
♂
火
災
ガ
府
内
処
し
て
い
絞
移
。
そ
し
て
、
総
鯵
そ
の
も
の
い
い
よ
る
彼
総

よ
り
も
、
火
災
C
よ
る
彼
盟
諸
市
山
簿
一
つ
が
大
慾
い
こ
と
ガ
分
か
り
殺
す
。
約
念
M
M

人
の
加
議
後
似
し
絞
総
務
〈
媛
災
〈
大
統
十
二
一
線
、
マ
ゲ
一
一
チ
ユ

!
ド
ト
u
u
九
〉
も
、
火
災
ガ
都
均
株
叫
し
な
か
っ
絞
ら
¥
綴
れ
ぽ
ぽ
の
大
機
卿
酬
は
な
ら
ず
に
液
ん
緩
む
い
お
れ
て
い
絞
診
。

刷附僻臓が開時いつ品位何一切山
λ
機
動
叫
総
務
総
い
い
か
う
、
時
相
和
記
、
山
A
W
蜘
じ
絞
っ
て
ち
紛
酬
聞
の
う
ち
に
殺
し
広
め
る
こ
と
ガ
綴
よ
り
も
大
附
闘
で
す
。

'哩型・

らが

r-…-17r;;iJifiiiihmicptziiziii;53 
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かれる勉

事在e竹内神社祭礼に伴う交通規制

ピ二…ぃ]みこし、山寧のi通行
中{ま片側1])議行になります

::t'i滋規制区域内i緩路は、
街転車撃をf申してき幹事まし

ょっ。
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12:40-13:40 
1き00-2告:10
11 :50-12:50 
iき:50-21:10 

際線滋翻輔通行禁止
(指定車'許可車をfまく)

09月13日・9月14器
@普持 15詩
@事丹 15吾

閣
欄
い
も
掲
り
日
終
新
杭
品
川

4
0
4
8
(
問
問
い
合
わ
せ
は
午
後
6
時

かいつ
8
時
ま
で
)

車
申
し
込
み
は
直
接
膝
陥
へ
(
農
政
課
)

潟村農園(くり

法
人
驚
詑
な
ど
の
注
蟻
点

住
居
乱
尻
市
町
制
療
を
災
機
し
て
い
る
「
議
」
と
絞
何
時
一
番
号
「
且
H
d
L

を
間
四
い
る

地
区
は
、
住
民
絞
殺
は
も
ち
ろ
ん
の
よ
ヲ
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
臼

こ
と
、
事
業
所
的
泣
裁
を
表
わ
す
慌
時
よ
っ
て
法
人
予
記
を
す
る
際
は
、
住

に
も
、
住
障
問
表
一
小
に
よ
る
あ
区
竹
村
号
尽
き
不
の
『
番
」
寸
号
」
を
必
ず
舷
認



部品4号

措イド'

守
識
6
か
月
路
鰭
犠
斡
轍

ー
光
州
6
か
H
月
児
総
出
掛
九
時
査
を
次
的
n
口

訟
で
行
い
ま
す
白

V
持
参
す
る
も
の
母
子
縫
漆
手
緩
と

問
診
票
(
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に
)

一
様
韓
セ
ン

9
1事

-h

羽
町
一
ツ
ペ

L

一
叫
門
川
一
お
よ

こ

湘

湖

北

h
A

口

i

の

問

M

の

仲

間

一

V

1

一

|

!

?

ぷ

潟

凶

品

開

設

m
p
役
歩
2

主

婦

問

一

言

か

ら

お

子

さ

ん

を

?φ
た
め

帽

を

在

!

1

1

3

1

7

E

ー

「

ト

ト

し

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

炎

(

結

晶

伐

帥

問

機

主
n
i
d
H吋
i
j
S
1
3
じ
む
i
J
か
こ
第
1
回
目
は
、
パ
ス
タ
オ
ル
1
枚
ロ
診
鮫
)
お
よ
び
B
C
G
予
紡
接
穏
を
行

関
陣
接
除

F
i
z
-
-
m位、
い
手

e

室
内
主
主
的
丹
空
む
い
ま
す
己
主
司
汽
ハ
サ
ミ
、
?
チ
針
を
持
参
し
オ
ペ
ペ
イ
ゴ
リ
コ
汁
け
川
川
ぺ
」

一
山
〆
へ
ル
ク
U
ン
庄
時
制
判
官
ι
E
C
G
-

嘉

納

主

9

草

分

か

ら

U

2

7

ど

さ

い

A

一
い
し
い
十
ト
ト
ぃ
l
i

上

日
与
22If--岡
阿
U
問
齢
二
日
自
主
目
白

V
弛
問
診
す
る
&
令
部
付
ソ
ア
絞
淡

I
W帆
S
A

肉
付
収
納
絞
を
次
的
U
判
決
、
一
行
い
ま
す
匂
f
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
L

V
悶

M
側
慨
9
H
け
Q
J
日
、
山
川
討
、
げ
問
、
w
v
H
m
絵
絡
線
開
部
3
内
川
1
u
H
か
ら
5

〈
い
ず
れ
も
H
門
限
H
W
付
制
U
M
ま
で
に
や
一
ま
れ
た
乳
幼
ぬ
お
よ

v
m
骨
付
時
酬
阿
川
尚
治
す
る
刑
判
併
ご
閉
山
紛
れ
V
1
液
も
ヅ
ベ
ル
グ
け
ン
M
叫
ん
め
検
縦
令

的
年
5
対
生
ま
れ
、
は
午
的
制
9
時
か
ら
m
m
C
心
チ
仲
間
絞
殺
千
官
僚
け
て
い
な
い
札

。ν
時
制
分
ま
て

u

亦
ち
ゃ
ん
体
料
慨
を
行
品
組
問
ゐ
は
四
刊
か
n
け
ま
で
に
品
川
け
て
く
万
語
、

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
的
礼
削
況
は
午
前
9
い

ω

時
間
分
か
旬
日
時
ま
で
V
8
C
告
宇
品
間
接
後
者
受
け
て
は
い
け

V
持
参
す
る
も
の
母
子
篠
山
晴
子
掛
川
と
者
い
乳
幼
児
本
発
熱
し
て
い
る
子
ま

パ
ス
タ
オ
ル
1
枚
手
絞
に
は
発
育
状
た
は
者
L
い
栄
養
路
案
内
子
*
心
帥
概

況
を
よ
く
銭
察
し
て
記
入
し
ま
し
ょ
う
。
血
管
系
・
腎
許
殺
に
張
感
の
あ
る
チ

祭
礼
川
見
附
問
訟
は
母
下
総
出
明
手
後
の
引
刊
臨
山
本
治
性
の
時
間
問
中
荷
系
長
患
の
あ
る
チ

の
腕
、
料
券
〈
3
1
6
か
月
間
川
、
9
3
H
H
*
ま
ん
日
培
法
の
を
膚
暗
に
か
か
っ
て
い

か
H
月
間
)
を
引
用
し
、
医
療
機
鈎
で
受
る
子
*
U
き
つ
け
を
お
ζ

し
て
1
年

け
ま
し
ょ
7
6

以
内
め
チ

ね
嫡
ち
ゃ
ん
よ
り
食
べ
る

宇
野
沢
総
理
、
お
ゃ
ん

(
湖
北
ム
ロ
・

1
後
5
か
判
丹
」

乙や か
毒ゃん

(3) 1側、リ

立
(
つ
く
し
野
・
1
続
5
か
月
〉

程
山
楊
平
く
ん

丈
犬
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

告さ主!定記 Z5
f:f '-， τ lJ~l ご

持品善方ごi 亙
れ月五伊丹 ァ
iまかムユn.q:j 寺

2 品~ I奴ワ: 雰

22T出詔 2 
聖E主|シls 

字
問
機
械
寸
十
。

品
問
視
を
制
制
定
し
‘
閥
附
診
部
副
を
内
政
く
一
九
州
V
m
問
時
Q
w
丸
山
刊
日
〈
火
~
・
m
m
m
M
{
ホ
~

ん
で
正
確
に
記
入
し
、
母
子
嶋
崎
怖
相
手
総
午
後
1
時
間
分
か
ら
日
時
加
分
ま
で

と
と
も
じ
持
参
し
て
く
だ
き
い
。
V
受
け
ら
れ
な
い
机
幼
児

ω下
織
を

す
対
象
の
乳
幼
児
閥
均
絡
部
平
日
付
月
ー
し
て
い
る
e

③
発
熱
を
し
て
い
る
。

ヨ
か
り
羽
羽
田
年
2
湾
総
口
H
ま
で
に
今
一
窃
脅
し
い
散
発
隊
答
か
あ
る
。
ゆ
心
設

ま
れ
た
乳
幼
児

(
2
g受
け
て
い
な
い
血
管
早
川
、
血
日
日
時
、
肝
慨
に
疾
患
が
あ
る

乳
幼
児
は
四
四
か
月
ま
で
に
必
ず
受
け
て
子用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
き
い
。

噛

V

骨
同
山
制
す
る
幼
山
見
続
l
矧
該
翁
翁
は

之
裁
か
ら
4
哉
の
滋
仲
溝
口
ま
で
の
幼
同
品
。

拙
別
立
期
総
当
績
は
議
1
同
州
終
了
後
‘

1
年
以
上
級
燃
し
た
幼
児
で
立
絞
め
滋

敗
目
か
ら
6
絞
め
滋
ル
車
問
叫
ま
で
の
幼
児
。

な
お
、
級
品
掬
外
的
幼
児
M
M
附
附
総
外
で

す
の
で
有
料
と
な
り
ま
す

n

V
嶋
市
診
す
る
も
の
印
後
、
定
刻
ァ
ナ
同
時
開
蛾

手
帳

誼

襲

一

罷

震

で

護

岸

陣

験

日

リ

ゴ

れ

れ

は

は

い

た

し

ま

一
γ
m
検
ゆ
用
品
輔
2
5
5
手
足
内
勤
さ
や
、
笠
形
外
科
的
な
心
V
良
時
9
月
幻
自
(
本
)
受
付
午
後
1

怨
(
門
別
〉

1
2
5
5
即
応
(
役
間
関
節
制
胤
き
ザ
ヲ
や
料
漏
)
の
あ
時
か
り
2
持

1

1

i

j

j

3

i

3

3

3

3

3

5

i

i

i

f

i

l

i

-

-

A

V

袴

ち

も

の

空

室

主

…
非
行
令
泌
さ
な
い
護

i
l
-
-い
け

る

…

三

重

義

震

動

号

明

あ

た

た

か

い

求

総

合

的

v

b

し

て

知

河

γ

い

い

ほ

沼

泊

以

減

問

湾

問

湯

舟

滋

ほ

し

山
9
れ
円
以
な
ヮ
て
お
子
さ
ん
が
た
は
掛
い
を
山
出
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
G
m
V
対
象
地
再
開
哨
加
担
恥
何
年
d
H
η
1
日
か
ら

パ
パ
山
川
市
れ
U

家

騒

党

議

れ

ほ

れ

十

じ

い

ご

対

日

u

v

f

に

つ

い

て

雲

一

し

い

よ

ま

ま

る

、

相

談

室

1
3っ

亡

お

子

ふ

さ

も

れ

5

5

1

1

南

と

恋

え

ば

鎖

、

b

元

気

V

V

ん

の

立

か

り

阪

リ

舎

は

W

口
n
M
M
d
附
桝
に
い
取
人
数
日
い
つ
、
で
は
ハ
カ
特

…

に

す

る

は

ず

で

す

。

だ

よ

り

ー

か

っ

て

い

そ

?

を

年

2
定

婿

護

所

町
非
行
は
喜
び
の
乏
し
い
生
滋
か
い
つ
生
V
相
談
月
曜
か
ら
金
曜
ま
て
の
午

W

料
品
添
徐
今
、

ω院
議
長
名
、
対
京
市
~
お
よ

早
ま
れ
る
と
一
お
わ
れ
ま
す
z

約
刊
時
か
句
午
後
4
生
時
ま
で
児
窯
索
引
ひ
生
年
月
m
M
を
記
入
し
て
申
し
込
み
く

一
こ
夜
空
軍
挺
の
中
で
子
ど
も
が
生
庭
課
京
区
ん
童
相
談
室

r

…
た
さ
い

a

γ
7
4
P
F
J
P
F
J
p
g
d
?
?
?
E
3
3
3
3
5
1
1
1
j
i
f
-
-
5
1
f
;
;ム
V
送
付
先
総
保
終
所
一
一
一
段
出
品
添

吋
日
絞
め
時
慌
に
か
か
れ
て
、
築
制
聞
に
な
り
ま
寸
。
泌
が
お
割
前
で
す
均

台
札
、
然
欽
み
、
災
い
、
φ

ニ
め
よ
う
に
燦
織
な
作
燃
を
す
る
大
栄
附
閥
均
ヴ
レ
ヅ

ち
ん
市
中
奇
妙
一
み
て
、
開
慨
は
り
と
緩
み
、
切
な
消
化
総
内
術
似
が
、
以
常
人
に
ゅ
ん
絡
や
し
お
か
ぶ
礼
物
は
そ
の
昧
か
な
く

痛
と
な
り
‘
綴
に
終
い
て
、
札
に
及
父
て
日
本
人
日
い
M
M
Y
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
な
る
ま
で
充
分
に
緩
み
脇
町
い
て
か
ら

eーして
G

よ
は
、
綾
子
に
間
帯
L
む
べ
し
。
L

す7
U

ふ
れ
に
は
、
品
}
々
以
内
か
奪
え
ら
知
的
て
終
に
滋
る
ペ
ヌ
γμ

九
々
し
ι
微
減

持
一
線
放
軒
‘
幾
ゑ
訟
巻
一
一
一
れ
ま
す
が
、
あ
ま
り
よ
ぷ
℃
な
い
災
礁
の
品
川
滋
右
念
総
し
念
し
た
ゐ
こ
れ
を

岳
民
べ
滋
ぎ
や
欽
み
議
ぎ
で
、
食
欲
に
、
口
千
的
鎌
田
下
糞
‘
半
仕
夜
、
と
い
う
丹
フ
レ
ン
チ
γ
ワ
ズ
ム
(
カ
メ
カ
メ
液

カ
落
ち
、
出
同
が
議
く
、
持
や
け
が
し
が
あ
り
ま
す
。
守
的
も
な
く
勤
時
期
に
融
関
動
)
と
一
時
〉
て
、
一
一
時
糊
矧
火
刑
執
叩
机
什

た
り
、
社
き
気
が
起
っ
た
り
、
時
に
く
の
が
美
徳
・
と
さ
れ
、
補
神
的
ス
ト
し
し
ま
し
た
匂
よ
〈
酬
明
ん
だ
食
物
は
、

は
間
協
が
ン
タ
ン
ク
議
む
と
、
ま
ず
ス
に
き
ら
さ
れ
て
、
慌
し
く
生
活
す
る
一
流
し
込
み
品
誌
の
言
で
、
開
門
等
の

持
品
院
の
浴
介
に
な
り
ま
す
。
ぞ
れ
は
、
b
E
定
t
E
S
J
必
要
品
川
亙
を
与
え
て
〈
れ
る
と
言
、
7

幽
門
的
機
き
め
ど
ニ
か
に
放
出
闘
が
起
つ
占
由
g
H
4
4
z
d
u
司
の
で
す
。

た
た
め
明
、
、
大
方
的
人
が
日
廷
で
て

μ
岡
田
内
l
k
q
d
証
ず
凡

J

h

3

d
八
分
忍
窪
者
い
ら
ず
」
お
い

い
る
と
潔
い
ま
す
α

一
E
E
q
J
J
J
t
=
z
z
し
い
絡
め
味
を
、
ゆ
っ
く
り
噸
み
し

島
民
総
は
は
は
に
入
る
と
、
散
ぜ
よ
く
人
的
多
い
め
も
、
そ
の
一
つ
で
i
ょ
う
。
め
て
指
し
み
‘
し
か
も
、
懲
臓
に
負

機
み
飾
付
か
れ
、
後
淡
と
別
問
つ
品
民
館
矧
を
一
治
み
な
が
い
り
食
事
を
す
る
人
制
的
を
か
け
ず
、
伸
明
↑
礼
的
予
泌
が
で
き

が
あ
り
ま
寸
a

摘
出
化
泌
総
の
た
め
に
は
、
ニ
ん
な
給
総
な
こ
と
は

続
的
効

き
は
光
山
刀
総
附
押
て
旬
。
十
、

ま
寸

η

終
的
液
化
内
仲
間
出
同
時
、

ti
四
時
間
か
か
り
ま
す
。
h
m
m
り
の
波
探

は
問
機
内
分
泌
を
抑
え
る
と
潔
い
ま
す

か
ら
、
間
~
山
政
な
制
円
を
保
つ
に
は
、
ゆ
η

〈
り
よ
く
噛
ん
で
、
来
し
く
食
べ
る
山
引
い

…後幾康診査

時5議以上の方iま

4rE抵療t露関で

内
科
で
お
昨
広
告
き
ん
に
か
か
っ
て
い

る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
船
出

的
出
段
目
上
的
方
は
、
せ
び
お
受
け
に

な
咋
て
d
M
分
的
経
殺
そ
校
一
認
し
て
く
だ

さ
い
ロ
ま
わ
ん
同
地
出
掛
千
総
長
お
持
ち
の
方

は
、
検
総
点
ゲ
ιL

受
け
た
り
附
門
か
後
わ
っ
た

い
っ
と
も
畑
山
人

んγ
部
も
部
門
川
1
淡
内
線
科
険
給
闘
が

化
げ
ら
ぬ
よ
う
総
裁
し
た
い
も
的
で
ず
α

総

M
m
r小
出
版
例
会

盟
~
鴎
〉
3
3
1
1
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V
実
施
期
荷
9
月
1
H
か
ら
却
日

V
持
参
す
る
も
由
郵
送
し
た
ハ
ガ
生
、

と
保
険
一
世

※
昨
年
ま
で
送
付
し
て
い
た
健
診
奈
は
、

災
溶
液
機
機
関
に
叩
直
い
て
あ
り
ま

γ日

w
v
対
象
者
大
派
8
年
9
円
円
1
日
以
前

明明6的門町内では時的財
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窃
留
信
昼
間
場
者
窃
留
錫
m
岡
町
田
冨
母
艦

開
設
谷
部
窃
訓
諸
国
内
窃
剖
母
い
V
(

ゆ
密
冨

路
舗
窃
袋
鴎

aamω
沼
k
g
a
3
9

相
叫
術
劇
削
制
棚
際
一
同
楠
に
お
け
る
+
吊
街
化
隠
滅
お
よ
び
市
街
化
謁
護
区
域
C
m間一
q
る
総
術
齢
制
畿
地
協
獲
更
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
液
凝
然
綴
夜
間
淑
り
ま

む
め
涼
し
だ
a

今
後
、
さ
ら
に
変
更
索
を
作
成
す
る
う
え
で
、
参
串
唱
と
す
る
だ
め
に
滋
占
ゅ
ん
の
ご
織
見
を
偉
い
た
く
、
次
の
な
あ
り
公
際
会
を

鱗
緩
す
き
と
と
し
診
し
だ
。
多
畿
の
皆
さ
ん
の
ご
移
総
後
お
綴
い
い
だ
し
ま
す
。
ま
た
、
公
総
会
℃
同
地
ご
意
見
を
湾
へ
る
懲
湾
あ
り
放
す
。

予
め
、
次
mw寮
欄
械
は
よ
り
、
申
し
出
の
う
え
、
多
数
の
ご
激
策
官
官
官
同
鰯
か
せ
く
だ
さ
い
。

わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
態
見
の
予

b
ミ
主
醤
D
是

担

任

議

室

蓋

し

は

、

素

化

的

関

あ

る

方

5
8
4
4是
認
E
G〓K
M
U
U
者
芝
草
し
て
土
地
利
用
主
導

争
成
総
合
的
問
時
り
ま
す
の
穴
繍
民
間
一
場
合
は
入
場
を
め
地
総
務
協
会
十
分

4帽
し
、
通
切
な

問
問
月
初
川
口
{
本
一
午
後
2
時
か
、
り
お
断
り
寸
ゐ
場
合
が
あ
り
ま
す
む
総
務
滋
4
・
ま
ち
づ
〈
り
を
進
め
る
た

+

広

聴

会

的

議

所

+

変

厳

索

療

の

蝉

刷

機

的

、

市

と

酬

m
kが
協
力
し
て
作
業
を
一
送

市
民
会
総
火
会
神
制
緩
市
街
化
区
地
お
よ
び
市
街
化
総
務
区
め
て
き
ま
し
た
匂

町

一

一

争

公

述

入

実

務

域

の

変

更

議

接

的

震

は

、

ま

と

お

今

回

、

義

会

委

毒

殺

し

ま

，4
一
公
述
人
と
な
る

F

凶
と
の
で
き
る
カ
は
り
鍛
え
て
あ
り
ま
え
す
見
直
し
の
変
更
議
袋
詰
、
取
で
作
成

…
総
括
知
子
市
に
住
所
内
あ
る
方
円
絞
人
を
@
日
H

時

9
月
1
8
〈i
一
〉
か
ら
は

b

守
れ
た
家
主
常
に
基
づ
き
ゐ
娘
心
お
い
て
、

q
f
一

念

行

)

で

す

の

日

M

(

品
瀧
〉
ま
で
。
月
眼
目
か
ら
念
総
自
然
庁
内
及
び
建
設
室
、
勝
林
水
晶
嶋
中
湖
な

d
ι
i

一

骨

A
W
淡

的

申

出

方

法

ま

で

は

や

品

別

9
時
か
句
午
後
5
時
ま
で
。
ど
の
総
係
機
関
と
の
基
本
的
な
鈎
畿
を

'
h
一
公
淡
彩
泳
撃
す
る
方
は
公
浅
申
出
向
帝
智
之
附
明
日
N
M
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
a

地
織
的
て
作
成
し
た
も
円
で
す

3

5
一

に

聖

堂

、

蓄

な

ど

を

岳

民

裁

の

@

謀

議

子

中

市

苦

言

雪

今

闘

の

線

引

き

一
、
総
べ
ょ
っ
と
す
る
簿
銭
的
姿
己
一
日
よ
VTγ
液
泌
総
中
市
灘
糾
制
緩
譜

一
を
添
付
し
、
妻
子
1
8
5

主
筆

A
V
公

務

会

に

つ

い

て

の

問

い

合

わ

せ

毘

闘

し

的

概

要

一
市
慈
市
計
踊
穏
に
総
務
し
て
く
ど
き
い
我
弘
子
市
都
市
中
許
制
側
線
惜
〈
Mm
〉
i

本
都
市
計
部
総
践
に
お
け
る
市
街
化

一
〈
制
引
相
博
公
述
申
出
前
慾
事
附
附

d

。

1
1
1
ま
た
は
手
議
操
縦
中
山
総
計
側
議
院
域
及
び
帯
雨
凶
ル
山
崎
倒
的
思
ぼ
械
に
剛
附
す
る

一
な
お
、
公
述
申
出
掛
留
め
潟
総
NM
‘
災

m
M
0
4
7
2
(
国

)
3
1
6
6

慾
浴
計
密
は
、
昭
和
羽
年
7
M
月
に
決
定

…

孫

子

市

都

市

計

画

誌

に

問

問

燃

し

て

為

り

さ

れ

、

そ

の

後

、

昭

和

同

年

3

H

月

刊

い

…

一

手

。

市

倍

化

区

域

お

よ

び

費

量

に

つ

い

て

見

著

書

っ

て

一

雲

護

轟

重

量

鶴

市

街

化

調

整

震

壌

を

い

ま

す

。

一

2
1
2さ
か

ら

H
日

(

金

設

定

す

る

告

抽

出

お

よ

寝

室

7
芸

家

、

本

警

謹

一

ま

で

ゆ

室

、

撃

的

機

会

議

員

び

経

緯

区

域

内

術

史

震

の

畿

言

、

1
5

一
照
的
最
格
日
ま
で
め
総
印
の
あ
る
も
の

1
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
な
っ
て
い
ま
す

c

一
仁
擦
り
‘
翁
紛
と
な
り
ま
令
。
ぷ
市
街
作
品
泌
総
及
が
市
街
化
調
杭
馬
区
今
回
酬
の
変
更
綾
織
に
よ
れ
ば
.
針
幽
の

一
+
公
述
人
的
選
定
後
』
に
問
問
す
る
都
市
計
…
酬
は
い
納
税
序
回
目
標
を
総
務
部
卒
と
し
も
市
街
化
区
域

一
公
務
会
閉
山
臨
時
間
に
は
州
制
約
が
あ
り
な
市
街
化
を
妨
止
し
、
公
共
総
絞
殺
び
め
幾
山
院
を
1
5
9
4
へ
ク
タ
ー
ル
と
考

一
ま
ナ
。
公
述
を
希
望
一
す
る
方
が
多
い
検
公
共
投
資
の
効
率
化
、
良
好
な
ゑ
泌
総
え
て
い
ま
す
。
日
内
山
山
捕
ぼ
や
布
後
総

…
A

甘
い
は
、
公
述
申
出
書
を
後
お
し
て
い
織
の
絞
情
等
を
計
回
閥
的
に
滋
め
る
こ
と
潟
地
区
に
お
い
て
都
市
約
な
念
域
紛
縦

一
た
だ
い
た
~
方
的
~
ヲ
ち
か
り
公
浅
人
少
縁
者
閥
的
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
命
令
寸
す
め
る
た
め
、
十
市
街
化
低
域
へ
約

一
V
、
そ
約
機
端
末
を
ご
本
人
に
通
知
し
ま
千
綴
織
で
は
、
総
務
担
年
7
月
に
当
機
入
を
針
山
闘
し
も
ま
た
、
市
街
化
凶
陣
地

一

す

。

締

約

総

浴

料

尚

ω

閥
均
附
~
w
濯
が
な
さ
れ
、
昭
祁
と
市
街
化
糊
桝
い
桜
山
肌
域
内
区
域
区
分
掠
が
、

子
一
+
公
務
会
的
傍
幽
幅
四
叩
年
に
部
判
同
刷
協
陣
地
域
的
都
市
計
画
的
決
そ
の
後
的
状
滅
的
液
化
に
よ
り
、
不
明

札
制
一
公
務
会
的
協
同
総
合
検
慢
す
る
+
々
は
公
定
に
あ
わ
廿
て
、
ま
た
、
昭
和
田
四
年
に
叫
躍
に
な
っ
た
線
分
に
お
い
て
は
、
境
界

翌
砧
室
内
潟
日
、
露
公
務
に
お
い
で
〈
は
、
部
書
一
語
務
総
6
A院
議
琴
引
き
を
明
拙
慨
に
す
る
た
め
の
獄
事
待
っ
て

だ
さ
い
。
た
ど
し
え
綴
織
的
人
同
憾
と
な
基
づ
き
、
第
1
凶
問
問
闘
の
閥
均
綴
し
が
行
な
い
ま
す
。

耳( T ，!i 

A
H
v
 

p
h
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は
人
間
同
な
の
だ

G

経
分
晴
雄
が
こ
こ
ま
で

汚
な
く
し
て
し
ま
っ
た
め
だ
か
ら
、
や

は
り
怒
れ
い
な
治
に
な
お
さ
な
く
て
は

幻
的
打
、

そ
の
た
め
に
は
家
機
内
て
気
を
つ
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
争
関
潟
市
町
釣
人

は
皮
ペ
た
特
を
か
た
つ
け
た
い
吟

も
っ
と
汚
染
を
身
近
に
怒
と
も
事
れ

い
に
し
よ
う
と
い
う
努
力
が
な
い
絞
り

が
あ
る
。
私
淡
が
一
つ
一
つ
気
を
つ
け
き
れ
い
に
な
ら
な
い
と
副
総
弓
ロ
さ
っ
そ

な
け
れ
ば
な
ち
な
い
と
総
う
。
今
、
思
く
家
篠
と
議
1
4
M
お
う
と
総
っ
た
。

本
で
一
書
出
な
く
、
世
界
で
3
犠
打
、
と
ど
ん
な
に
汚
れ
て
い
て
も
大
切
な
事

う
わ
さ
を
捌
い
て
い
る

G

質
的
刷
(
本
隊
菜
子

5
若
松
)

ホ
が
き
れ
い
に
な
れ
X
ん
な
に
汚
れ
て
い
て
も
、
手
間
以
抑
制

ば
叫
州
事
た
い
ナ
:
2
0

は
我
漆
仁
と
っ
て
火
明
な
な
鈎
で
す
。

そ
ん
な
仲
間
が
来
る
の
は
こ
の
泌
が
あ
る
こ
と
で
、
引
私
的
り
身
近

い
つ
だ
ろ
う
か
?
ど
フ
で
人
間
間
以
外
的
鳥
や
魚
、
車
、
綴
物

し
て
こ
ん
を
に
符
な
く
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
し

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
て
い
る
ニ
と
が
わ
か

ろ

う

か

。

る

L
、
川
市
合
絞
っ
淡

さ

っ

そ

く

護

暴

て

く

る

民

主

一

ケ

L
音
寺
ワ
{
依
泌
総
災
急
者
空
を
見
る
ん
叡
匂

日

市

内

)

ぷ

と

が

で

き

ま

灘

機

滋

子

民

一

略

的

本

は

と

て

て

~

一

も
一
時
な
い
砲
で
も
そ
れ
お
か
げ
で
骨
一
ハ
…
醐

を
汚
な
く
し
て
い
る
め
し
ず
つ
で
す
が
‘
…
A
品川氏

コ
ン
ク
リ
ー
ト
皐

d

A
沼
通
じ
た
い
積
し
潟
、
と
火
き
な
寂
然
的
途

た
ア
オ
コ
を
国
援
す

f

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
ε

る
ミ
ズ
ス
マ
シ
号
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町
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神
社
江

続
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刊

な

…

出

動

は

し

て

い

な

か

ア

た

め

で

ケ

H

M

一

戸

時

代

か

ら

和

佐

の

鎮

守

と

し

て

栄

え

一

す

が

、

新

し

い

住

仰

を

増

え

た

こ

と

だ

品

川

刈

る

白

毎

年

芸

布

μ

ま
あ
げ
て
抑
制
内
務

均
一
一

L
、

さ

い

ん

で

向

か

心

的

触

れ

合

い

を

佐

釦

が

盛

大

に

日

付

わ

れ

る

り

ゑ

同

時

奉

公

一

盟

!
凶
ね
る
よ
う
な
も
の
J

を

し

土

う

と

い

っ

十

時

日

開

然

仙

川

郡

山

を

や

ナ

か

L
た
特
色
あ
る
公

こ

と

で

、

今

年

初

め

て

逐

動

会

奉

滋

問

問

、

警

話

機

中

。

し

ま

し

た

。

子

符

も

惜

別

紙

も

何

も

な

い
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全

長

持

十

小

判

懸

命

叩

依

2

2

5

1

な

か

で

、

役

絞

め

ガ

が

本

山

識

に

よ

く

や

め

ω)

り
皆
川
削
~
2
4
7
4ゆ

期
計
約
刊
は
、
子
ど
も
全
や
ス

好
ポ
i
ソ
少
年
間
主
ど
め

い
し
閉
山
体
に
総
り
問
削
依
し
て

市
川
い
ま
し
た
か
、
一
軒
一
間
同

制
略
放
は
今
回
出
が
初
め
て

ω

au 
の
そ
れ
だ
け
心
地
以
然
災

M

に

は

火

薬

て

1
巡

ら
閉
め
利
用
者
片
山
1
3
6

明

三

人
1

叫刊に奪三

中

間

尽

に

ゆ

き

0
2
人
が

f

つ
め
か
け
ま
し
た
口

¥

A
鳳

一
恥
い
間
期
呉
市
め
り
と
り
付

添
れ
1
十
市
民
フ
i
ル
川
同
行
〈

8
月
間
日
か
ら
1
鳩
山
同
、
湖
北
内
ま
で
か
ト
八
点
科
学
校
ヅ
ー
ル
を
四
州
仙
眠

術
附
小
的

γ
句Z
ん
か
一
一
院
開
放
さ
れ
、
し
て

ιら
え
は
助
か
り
ま
す
吋
た
と

問
問
機
中
、
大
勢
め
家
紋
液
れ
で
に
京
、
え
「
叫
鳩
山
州
て
も
毎
年
絞
け
て
ほ
し
い
い

わ
い
ま
し
た

J

と
話
し
て
い
ま
し
、
へ
い
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揺
小
ブ

i
ル
一
毅
開
放

近
く
て
い
い
ね

る
?
?
と
同
L
P
K
Z

滋

で

あ

る

主

主

が

あ

り

ま

す

斗

巧

炉

心

十

九

日

目

れ

詩

…

れ

い

い

い

れ

い

刊

誌

t
曹
司
切
夫
絞
仲
間
行
絞
め
殺
孫
子
丹
、
一
す
ぐ
近
く
に
ア
ピ
コ
さ
λ
が
み
と
め
ら
れ
ま
す

b

安

あ

り

ま

L
た
ん
‘
務
的
見
掛
究
セ
ン
タ

多
〈
的
方
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
絞
除
夜
ぱ
悼
の
我
孫
子
は
記
録
多
古
代
に
も
渋
み
…
ノ
刊
百
円
住
吉
神
討
が
あ
る
の
M
m
子
、
安
窓
、
我
孫
子
、
忍
孫
子
、
問
i
事
務
総
(
市
史
梯
さ
ん
日
採
内
〉
ま

な
っ
て
き
た
叫
明
日
季
中
市
際
研
党
さ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ポ
殺
で
お
枠
内
の
神
学
r
w
の
つ
な
が
り
寺
づ
か
彦
、
安
引
、
穂
子
と
色
々
な
漁
協
下
が
あ
ぞ
、
こ
一
報
く
と
き
い
。
誌
を
~

タ
i
が
、
市
在
中
市
教
喚
問
診
刷
会
的
後
記
L

に
「
伎
一
劇
的
問
内
側
跡
中
的
¥
吋
立
中
が
わ
せ
ま
す
。
ま
た
熊
本
市
で
お
綱
引
て
ら
れ
て
い
草
す
が
‘
す
べ
て
ア
ピ
コ
お
願
い
し
ま
ず
。

脇
市
テ
絡
で
、
会
判
断
的
勺
郷
土
あ
び
こ
L

場
開
的
問
2
に
泌
総
吉
政
常
見
し
な
ど
が
内
山
ほ
く
ぬ
同
地
柑
門
市
い
に
も
住
吉
と
い
う
と
紙
挑
み
ま
す
ゅ
こ
の
P
ち
安
孫
子
持
が
悶
〈
u
m
M
2
4
8
1
〈
市
史
捕
さ
ん
窓
)

で
、
ア
ヒ
コ
内
地
名
と
校
内
務
綴
を
み
え
、
古
代
に
は
大
問
祉
関
に
あ
っ
て
絞
蹴
お
が
あ
り
ち
ア
ピ
コ
、
ア
ピ
ク
約
的
1
0
0
名
長
越
、
ぇ
品
取
も
多
く
、
校
開
閉
チ

組
む
こ
と
に
な
り
、
恭
一
樹
祭
な
後
軒
翠
口
彦
一
挟
が
い
た
と
勾
え
ら
れ
て
い
と
航
海
露
で
あ
る
険
常
H
W
絞
め
問
問
日
開
設
は
お
金
名
で
て
け
菜
子
燃
は
後
茂

で
畑
嗣
殺
と
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究
に
織
り
だ
し
ま
し
h
f
z

ま
す
"
口
県
大
潟
市
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投
孫
子
も
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に
も
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て
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で
し
4
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姓
と
と
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時
内
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時
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〈
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ピ
ヲ
r
h
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げ
ば
れ
る
地
名
は
、
問
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は
す
で
に
あ
勺
て
部
名
と
し
て
記
さ
れ
き
で
、
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庫
一
感
的
矯
引
円
泣
く
弘
法
約
2
0
0
軒
泣
く
が
あ
る
こ
し
C

が
絞
佼

在
の
と
こ
ろ
千
差
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言
、
滋
て
い
ま
す
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滋
賀
の
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判
手
議
謀
議
事
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り
ま
す
む
こ
こ
は
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憐
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ま
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京
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手
本
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国
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争
開
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叶
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史
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川
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と
さ
れ
る
ア
ピ
ク
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ハ
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畑
町
伐
に
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す
孫
子
裁
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よ
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れ
れ
た
悲
闘
の
あ
締
約
附
判
的
然
滋
が
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存
さ
れ
て
い
ま
す
。
べ
て
い
い
あ
た
り
、
全
日
自
の
ア
ピ
コ
般
の
ど

加
洲
市
罪
、
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総
選
罪
、
っ
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土
地
で
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こ
の
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お
霊
的
研
究
を
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?
壊
し
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務
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ま
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ァ
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ヶ
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熊
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総
れ
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か
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が
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内
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孫
子
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伐
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が
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賀
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内
波
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に
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ピ
ク
が
あ
る
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地
名
明
科
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で
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な
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ら
れ
て
い
ま
す
か
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で
9
か
所
の
め
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に
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孫
子
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と
そ
れ
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い
う
め
も
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献
と
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え
、
我
係
子
が
で
ま
ナ
か
興
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泳
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で
す
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ド
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コ
、
ア
ピ
ク
丹
地
は
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ず
れ
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地
名
を
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た
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が
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っ
て
い
ま
市
め
郷
土
史
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究
な
ら
で
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と
や
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開
始
的
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昭
氏
家
糸
終
!

同
や
掲
沼
の
近
く
に
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兵
す
々
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玉
緊
潟
生
と
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市
川
川
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議
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持
し
よ
う
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と
い
わ
れ
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一
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山
総
い
に
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点
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ま
み
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ア
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が
あ
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均
‘
ア
ピ
コ
絞
め
議
査
で
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問
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名
句
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コ
を
全
倒
的
に

子
畿
内
総
ザ
開
子
的
地
名
は
最
近
め
る
と
い
~
フ
た
け
で
謀
総
は
わ
か
り
ま
せ
以
内
内
ア
ピ
ゴ
殺
の
方
へ
の
ア
ン
ケ
l
総
長
が
で
き
る
の
は
、
殺
孫
子
的
前
市
民

調
べ
で
譲
倉
時
代
内
滋
絡
に
絞
っ
て

λ
q

ト
刑
制
士
対
を
実
跡
地
し
ま
す
α

滋
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と
い
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る
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が
わ
か
り
ま
し
た
が
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に
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つ
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線
引
の
う
ち
、
広
島
る
と
校
孫
チ
術
向
い
い
も
数
お
め
ず
ピ
コ
っ
て
よ
い
こ
約
機
会
に
、

糠
場
噂
紡
鴻
万
4
1
3
4人
記

ご
協
力
あ
り
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う
ご
ざ
い
ま
し
た

沿
線
的
2
州
市
r
D
問
3
村
で
州
出
稔
子
3
成
問
問
問
)
的
翰
漁
カ
設
備
に
衡
す
人
ー
ニ
的
フ
ち
絞
も
多
か
っ
た
め
か

す
ゐ
凶
一
一
日
成
田
総
複
線
化
同
地
滋
酬
州
成
品
加
か
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
伐
採
チ
市
ぇ
古
出
廷
の
幻
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の
躍
曲
名

会
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刀
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成
山
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市
釘
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刊
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を
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し
た
ロ

期
成
金
で
は
谷
川
円
鴻
潟
、
総
数
本

伐
に
出
向
島
仁
い
村
総
裁
に
署
名
簿
と

隊
機
慾
や
手
設
す
と
と
も
に
、
明
泌
総

議
に
も
訪
れ
、
総
胤
泌
総
大
附
叫
に
対

し
成
附
線
検
滋
力
機
鎖
的
隊
出
回
会
品
川

い
ま
し
た
}
へ
な
お
も
汗
目
的
機
殺

は
次
品
J

広
報
で
一
拝
3

レ
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
ニ

び

刷、
久縄開

あ

れ
A
品
開
事
ん
の
ご
協
力
で
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
集
ま
号
ま
し
た

吋

化w

れ

あ

び

こ

反
応
鱒
溶
液
表
人
ス
ポ
i

ツ
た
人
消
が
、
。
。
R

月
日
記
一
託
、
み

ど
り
闘
に
隣
接
す
る
市
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

r問
問
か
れ
ま
し

た。
今
年
は
人
気
円
高
い
ゲ
ー

ト
ボ
i
ん
を
鐙
闘
と
し
て
と

り
上
げ
‘
務
中
入
会
的
予
選
も

絞
ね
て
一
口
わ
れ
た
こ
の
大
会

に
は
、
東
宮
川
地
可
抗
9
出
2
W

か
ら
ぬ
チ
ー
ム
、
2
4
0
人

が
勢
判
川
冶
と
さ
お
り
小
雨
の
バ
ラ
つ

〈
あ
い
に
く
の
天
気
め
下
で
、
熱
戦

を
展
開
閉
し
ま
し
た

絞
れ
崎
、
チ
ー
ム
て
は
飢
制
緩
市
の
海

神
魚
凶
T

夕
日
フ
ワ
か
、
市
町
内
総
で
は
紛

ゆ

夜
空
一
彩
る
花
失
に
歓
声

手
繋
沼
市
民
ま
つ
り

災
孫
子
、
湖
北
、
指
佐
内
8
会
場
れ
わ
れ
、
断
定
会
総
人
部
会
桑
婦
に
、

で
一
打
わ
札
た
予
到
沼
市
民
ま
つ
り
、
部
内
相
縄
線
、
鈴
鈴
子
ど
も
会
、
さ
ら
に
は

M
W
さ
ん
お
阜
市
し
み
い
た
た
け
れ
ん
℃
し
…
毅
品
開
代
も
加
わ
っ
て
長
蛇
的
内

ょ
う
か
。
ん
す
都
も
ま
た
お
，
敢
闘
鳴
で
、
ク
ラ
イ
?
ソ
ク
ス
以
前
開
銀
を
ね
る
打
。

か
ヮ
ば
符
抑
制
約
総
り
的
拾
が
広
が
り
0
0
此
郊
の
花
火
ー
ス
タ
!
?
イ
ン
や
ホ

ま

し

ん

“

中

流

大

い

い

会
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切

の

あ

ち

こ
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か

ら
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搾
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ン
会
場
め
狭
間
制
下
ム
材
料
酬
明
で
は
が
あ
が
り
ま
Lh'即
時
ま
た
濃
部
も
そ
れ

奈
月
5
U
い
い
か
っ
ぱ
u
t
w
副
大
行
進
か
ぞ
れ
の
会
批
判
て
お
会
い

L
ま
し
ょ
~
フ
。

時
同
市
が
後
陣
w
n
市
か
ら
は
告
伝
長
寿

会
、
事
佐
官
阜
、
み
ど
り
じ
め
3
チ
i

ム
が
参
加
し
ま
し
た
カ
、
帥
地
削
制
“
棋
は

ず
ち
は
に
と
い
か
ん
ま
り
ま
L
れに
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葛
飾
地
廷
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
i
凡
で
熱
戦
争
牒
関
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昌樹

初lω者向i才注文警察絞殺議震を関

長案します。

券 BG寺 91'寺88¥228、29夜、

10汚6夜、のffi土曜日、

1草寺30分から39主305ヨ

l>場所中央公E主査室

惨言語暗躍 持間関漂治氏

験テキスト 照宮雪111村氏!警護主文喜喜

砂主主霊童 408 
砂隠し込み・要奪い合わせ市史議

さん室哲85-2481

flIlか害事、流派を関わず正されぞも

餓怒しさま号。

炉問符 91'ヨ258(，;¥(l午後1精

妙機所 中央公良霊童

b重量要望 王手5∞内
議4巡幸軍港護者l謀、ハZゴキ 1こ短霊安1

E空を望書いて9f守2G8，表で!こ並木ふ

8昔日j本室電太をまで

炉問い合わ士重 w三事ns;ト84C総

事事事事主主を訪ね、 ミ子の型車湾事喜

dニ火器禁三疑事事告霊やま震劉iご記長コわる伝

語教、大祭と';¥(1霊りのま主主主どCつい

℃きさをきさ設です。

勢8鋳 91'専問Eヨ〈三:l午後29事

l>喜寿喜器 等o神神社 志妻著者義務毒

l>参B告書聖 2001ll (資料代芸書道

惨申し込み 9Fヨ58(二千)主主℃じ

主主孫子の文化老守る主主主襲警港宮84

〈おり E主主主は兵藤ままお2-7211
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